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 紅花若菜研究会を開催 

飛び出せ高校生技能実習地域協働事業 
 

～ 村山農業高校生による 

          環境配慮計画の提案 ～  

  

  

 楯岡営農生産組合が東北農政局長賞を受賞 

   農業経営実践講座閉講式を開催しました 
              農業技術普及課 621－8278 

  村山農業高校環境クリエイト課の生徒が、来年度から農地整備

を予定している村山市じゅんさい沼付近で環境調査を実施してい

ることは9月号でお知らせしたところですが、2月18日にその調

査結果をまとめ、高校生の目線による環境配慮の提案を行いまし

た。貴重な動植物が多いじゅんさい沼周辺は、「工事を行わない

で環境への影響を回避」、貴重な動植物数種が見つかったエリア

においては、「工事期間中の移植などによる影響の軽減」の提案

がありました。また、継続的な調査や移動された生物の保護など

を地域の方と一緒に活動

していきたいという提案

がありました。県では提

案内容を参考にして環境

配慮を検討していくとと

もに、来年度以降も村山

農業高校と協力した取組

みを実施していく予定で

す。（農村計画課    

             621-8389） 
環境配慮提案を行う村山農高生 

☜  じゅんさい沼（村山市大谷地沼） 

  去る1月26日に、農

事組合法人楯岡営農生

産組合が平成22年度

東北農政局土地改良事

業地区営農推進功労者

表彰において、東北農

政局長賞を受賞しまし

た。同組合が、ブロッ

クローテーションによ

る大豆の集団転作を

行っている区域では、

H18～H23に楯岡地区県営畑地化事業により、暗渠（あん

きょ）排水（214ha）が実施され、湿害を解消しました。こ

れを契機に、大豆転作の生産拡大・集団化を図り、収量・品質

の向上に努めるとともに、農事組合法人を設立し、地域農業の

振興、発展に寄与したことが評価されました。また、同組合で

は一発施肥や無培土栽培、不耕起狭畦密植栽培などの新技術に

よる省力化や新品種大豆の導入など、先進的な取組みを積極的

に進めています。                   （農村計画課 621-8389）  

受賞者の皆様 

 平成23年1月26日（水）に尾花沢中学校2学年の生徒92名

と雪かき指導者（尾花沢市建設業協会、宮沢雪プロジェクト

チーム）16名の参加による、除雪ボランティア活動が行われま

した。また、2月2、8、17日の3日間にわたって北村山高校の

生徒約90名が、雪かき指導者（いこいの会除雪班）と共に除雪

ボランティア活動を行いました。これらの『雪かき塾』は、尾

花沢市内や大石田町内の高齢者等のお宅で、雪かき指導者より

安全な作業の手ほどきを受けた後に、約1～2時間かけて家の周

りの雪かきを行うものです。作業の合間の休憩時には、家の人

と楽しい会話による交流もあったり、また、作業後は感謝の言

葉もいただき参加した生徒たちも充実した時間を過ごした様子

でした。        （北村山総務課  0237-47-8614） 

 ～ 雪かき塾 開催 ～ 除雪ボランティアを通し地域交流  

    家の人と交流      除雪ボランティアの活動 

 2月 18日（金）、ホ テ ル シ ン
フォニーアネックス（寒河江市）
を会場に、西村山地域で魅力的な
食材として注目されている紅花若
菜を検討する研修会を開催しまし
た。これは紅花若菜研究会の事業
として初めて外部講師を招き開催
したもので、会員23名が参加し
ました。 

 はじめに長野県で農産加工所を経営する小池芳子氏から、「紅
花若菜の加工活用法を学ぶ」と題しご講演いただき、加工の必要
性、ブランド化に向けた戦略等について理解を深めました。 

その後、小池氏に試作していただ
いた浅漬けタイプの漬物、ラー油と
和えた惣菜を試食し、紅花若菜の新
たな可能性を探ると共に、今後の加
工商品開発、販路拡大に向けて意見
交換を行い、次年度活動への弾みを
つけました。             （西村山農業
技術普及課 0237-86-8266） 

研修会の様子 

参考試作品 

日本一の米産地に向け 

                              むらやま こめフォーラム2011開催 

   2月3日、天童市内において、
新・米づくりやまがた日本一運動村
山地域本部（本部長：大澤産業経済
部長）が主催し、「むらやま こめ
フォーラム2011」を開催しまし
た。昨年デビューの「つや姫」につ
いては、この1年間の作付けを踏ま
え、改めて良食味などの品種の実力
を活かす栽培方法を研修するととも
に、農業生産工程管理（ＧＡＰ）と
いう産地の評価向上に大切な取組み
の講習を行いました。「つや姫」の
生産者や関係者を中心に、約160
名が参加し、春からの作付けに向
け、熱心に講師の話に耳を傾けてい
ました。また、冒頭、村山地域の米

づくりコンクールの表彰式があり、昨年、良食味で高品質な米を
生産した9個人・グループが表彰を受けました。今後も「つや
姫」を核として、むらやま米のブランド化に向け高品質生産を進
めていきます。                 （農業技術普及課 621-8280） 

大澤産業経済部長による挨拶 

「つや姫」研修会 

 2月17日（木）村山総合支庁で
平成22年度農業経営実践講座の
閉講式を行いました。この講座
は、農業経験の浅い方等を対象
に、専門的で実践的な知識の習得
と仲間づくりを目的として農業技
術普及課が毎年開催しているもの
です。閉講式では関係機関を含め
約30名が出席し、当課から実践
講座修了記念として「つや姫」手
ぬぐいを伝達し、今後の研鑽に向
け激励しました。また閉講式に続
き、緑水の森再生委員会代表大谷
哲範氏より、ミュージシャン・心
理カウンセラーの経験を通した心
温まるお話しや緑水の森再生委員

会の活動等を通じて感じておられる「むらやまの農業・農村」
の持つ魅力、今後農業を志す方へのアドバイスをいくつかのピ
アノ演奏を交え講演いただきました。農業技術普及課では、地
域農業の担い手育成に向けて、毎年、農業経営実践講座を開催
しております。興味のある方はぜひお問い合わせ下さい。 

大谷氏による講演 

実践講座生激励セレモニー 
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